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     新市場区分「スタンダード市場」の選択と上場維持基準の適合に向けた取り組みについて 

 

 

 当社は、2021 年 12 月 19 日に取締役会において株式会社東京証券取引所（以下「東証」と

する）の新市場区分における「スタンダード市場」を選択することを決議し、本日、東証に対し新

市場区分の選択申請をいたしましたのでお知らせいたします。 

 また、移行基準日（2021 年 6 月 30 日）において、当該市場の上場維持基準（以下「上場基

準」とする）を充たしていないことから、下記のとおり上場基準の適合に向けた方針を定め取り組

みを推進してまいります。 

記 

 
・スタンダード市場における当社の上場基準の適合状況および計画期間 

 当社の移行基準日時点におけるスタンダード市場の上場基準に対する適合状況は以下の

とおりとなっております。当社は上場維持基準を充たしていない流通株式比率について、

2029 年 12 月 31 日を目途に２５％以上になるよう取り組みを進めてまいります。 

 

 
株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（億円） 

流通株式比率 

（％） 

当社の状況 

（移行基準日時点） 

― ― ― １２．４％ 

上場維持基準 ― ― ― ２５％以上 

計画書に記載の項目 ― ― ― 〇 

上記の適合状況は、基準日時点の当社の株式等の分布状況等により、東証が算出した一次判定結果に基づくも

のです。 

 

  



・上場維持基準の適合に向けた計画 

・基本方針 

 流通株式比率を向上させるため、投資家の投資環境を充実させ、投資家基盤の拡大をし

ていきます。 

 

・課題 

 当社は株式会社不二家とバスキン・ロビンスのブランド・オーナー（現在はインスパイアブラ

ンド）との協力によりサーティワンアイスクリームブランドを日本国内で拡大することを目的に

創設されたことから、両社による株式の保有割合が 86％程度あります。そのため現状は流

動株式比率が低く、新市場区分の上場維持基準に適合しない状況となっております。 

 

・取組内容 

(1) 関係会社持株の縮小 

 関係会社の保有株式数を縮小することについて、両社の同意を得たことから、流通

する株式を増やし流通株式比率 25％以上を目指します。 

しかし、市場での売買株式数は１日平均 1,136 株(2021 年 12 月 17 日時点での過

去 12 ヶ月実績）と低く、現在の流通株式比率を２倍以上にするには相当の期間を要

すると予想しております。 

 

(2) 企業価値の向上による投資家基盤の拡大 

 当社はサーティワンブランドと企業価値を高めるため、会社とフランチャイジーにとっ

て強固なビジネスを構築することを主眼に置いた 2031 年長期経営計画を策定し、売

上と利益の拡大に向けた 4 つの戦略を掲げています。 

 お客様のデマンドに応じたマーケティング施策の遂行および店舗とフランチャイジー

ポートフォリオの最適化による「ブランドパワー強化」、モバイルオーダー・デリバリーサ

ービスなど顧客の利便性向上などに取組む「デジタル化」、安全・品質を第一としつつ

原材料調達コストの削減などに取り組む「サプライチェーンの最適化」、閉鎖商圏（遊

園地、野球場、会社・学校の食堂）への拠点開発を目指す「販売拠点の拡大」等を今

後推進していきます。 

 この長期経営計画については、2020 年度の有価証券報告書に記載しておりますの

でご参照ください。 

 

(3) IR 活動の推進・強化 （投資家とのコミュニケーション強化） 

 現在、ホームページでビデオによる決算説明などを実施しておりますが、今後はそ

れらに加え将来を見据えたビジネスおよび財務のアクション並びにターゲットなどの

情報を、より周知することが出来るよう IR 活動の強化を図ります。 

 

以上 


